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R42a 5pc分解能で見た近傍星形成銀河NGC 253中心部の星形成活動の多様性 (2)
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多量の星間物質に覆われた、系外銀河中心部での活発な星形成活動を直接捉えるには、ミリ波サブミリ波帯で
のダスト連続波や分子輝線での観測が強力な手法である。本研究では、ALMAのサブミリ波帯高分解能観測によ
り、近傍スターバースト銀河NGC 253の中心 200 pcの領域について、先行研究の 3倍以上高い空間分解能 (0′′.3
5 pcに相当)でのイメージングを行った結果、0.85 mm帯連続波放射でトレースされる、ダストに覆われた 10 pc
スケールの星形成領域 8個が、2本の平行な列状に分布する姿を初めて分解した (安藤他 2016年秋季年会)。
今回、8個の星形成領域のスペクトルを解析・分子輝線を同定し、領域ごとの詳細な物理化学的性質に迫った。

各領域の物理的性質は似通っており、サイズ (∼ 10 pc)やダスト質量 (∼ 105M⊙)が同規模であるほか、検出され
た水素再結合線 (H26α)の強度から、互いに同数程度の大質量星 (O5V型星換算で∼ 102個)を内包すると推定さ
れる。対照的に、スペクトルの特徴や検出された分子の種類・輝線比等の化学的性質は、僅か 10 pc程度隔てた領
域ごとに大きく異なる。いくつかの領域は典型的なHII領域であり、再結合線と限られた種類の分子輝線のみ検
出できた。一方別の 1領域では、CH3COOH等複雑な有機分子を含む、19分子種 36輝線が検出された。この豊
かな化学組成に加え、SO2分子の LTE解析から、分子ガスが高温 (∼ 90 K)環境にあることも分かり、大質量星
形成の現場であるホットコアが数 pcスケールで多数集積した giant hot core cluster である可能性が示唆される。


